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ヨ
コ

ヨ
コ
ヤ
マ
ウ
ヂ
横
山
氏

(一

um系
l
加
れ
滞

の
老
凶
八
家
巾
の

一
つ
で
、
長
降
・民
知
・
瓜
玄
・忠

次
玄
依
・
任
風
・引
林
除
抽
出
降
従
・
係
椛
・隣
訳
牌
川

町
隆
平
の
巾
、
以
支
脈
れ
は
一
訟
を
裂
が
な
か
っ
た

か
ら
、
凡
ベ
て
イ
一

代
を
鍛
へ

、
職
少
さ
悶
は
二
一
山

間
千
石
を
受
け
、
多
い
向
付
三
比
二

T
五
一円
討
に
も

及
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
降
年
の
町
川
治
三
十
三日叩
五

且
特
に
都
政
に
列
L
、
男
仰
な
偶
日
付
ら
れ
た
4

公
一
)
郎
第

l
第
二
代
日
記
知
の
時

初
は
金
制叩
城
内
三
，

丸
に
尉
住
L
、
後
新
丸
に
耐
判
じ
た
。
日
時
抗
山
氏
を

新
丸
家
と
呼
ん
だ
と
い
ふ
。
元
利
六
年
本
丸
火
災
の

時
、
前
山
利
引
川
は
新
丸
邸
に
似
a
M
L
、
杭
山
氏
は
そ

の
下
郎
に
移
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
。
そ
の
後
以
内
の
士

を
城
外
に
移
し
た
問
、
阪
坂
本
多
氏
の
向
か
ひ
、
今

の
金
枠
制
祉
法
び
そ
の
術
開
の
地
を
防
ひ
、
=
一
代
左

日
流
刑
と
な
り
、
文
政
一苅
年
入
且
刑
二
日
品
川
初
日
之
一
術
門
忠
次
、
間
代
大
腕
玄
依
・五
代
山
城
守
任
風
ま

助
麗
市

・
寺
泊
庄
兵
衛
武
設
の
命
ぜ
ら
れ
る
に
宇
一
つ
一
で
こ
h

に
陪
た
が
、
一
元
品
開
九
年
九
且
特
地
を
命
ぜ
ら

た
。
滞
宋
に
は
御
大
小
終
柿
円
と
打
込
み
之
を
勤
め
一
ー
札
、
イ
五
年
材
木
川
の
う
し
ろ
な
る
下
屋
般
の
地
、

た

。

一

印

ち

今

の

抗

山
川
に
修
っ
た
。
之
よ
り
敏
代
こ
与
に

ヨ
コ
メ
ア
シ
ガ
ル

横
目
足
軽
御
船
円
足
利
は
、
一
辿
制
し
た
が
、
機
滞
の
際
退
去
し
、
明
治
三
年
そ
の

御
杭
日
に
臨

1
る
下
役
の
足
簡
で
あ
る
。
一
院
加
を
陸
軍
州
国
防
の
分
間
百
に
充
て
、
十
二
年
に
主
つ

ヨ
コ
メ
カ
h
M

ニ
ツ
キ
リ
ヤ
ナ
横
目
方
日
記
陪

一
て
建
物
を
撤
去
し
た
。

サ
可
山
知
。
一
名
江
戸
御
杭
同
同
氾
。
点
平
二
年
四
月
一
(
一
一
一
〉
下
郎

l
一
一
一
以
記
に
、
問
嵐
長
十
九
年
前
凶
利
長
町

六
日
か
ら
正
徳
川
年
九

H
二
日
ま
で
の
加
れ
滞
の
江

一
聞
に
て
路
じ
、
後
室
玉
泉
院
は
や
が
て
金
制
作
に
移
つ

戸
邸
に
於
付
る
仰
航
円
役
の
日
記
で
あ
る

。

一

て
、
航
山
大
脈
の
下
郎
に
人
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
大

ヨ
コ
ヤ
ス

エ
チ
ョ
ウ

様
安
江
町

金
持
の
町
名
。
一
昨
は
即
ち
長
知
で
、
そ
の
下
郎
と
い
」
も
の
は
、
後

開
山
政
の
時
は
、
木
町
内
紛
安
江
川
と
地
子
町
の
航
安

に
京
る
ま
で
下
山
山
と
し
た
今
の
航
山
川
の
地
で
あ
ら

江
川
と
が
あ
っ
て
、
木
川
の
方
は
俗
に
円
細
小
怖
と
う
o
X十
二
加
御
淀
川
町
山
口
総
合
前
の
部
に、
『
手
保
十

い
ひ
、
地
子
川
の
方
を
衣
H
H

原
小
山
附
と
呼
ん
だ
。
今

七
年
制
山
大
和
守
下
回
民
政
約
、
午
坂
村
衛
之
内
四
千

は
沼
の
杭
安
自
川
を
裂
安
江
川
と
い
ひ
、
自
由
来
米
歩
許
制
渡
。
、
が
け
の
方
空
地
出
来
之
催
、
ご
千
歩

守
町
を
杭
安
打
川
と
糾
す
る
こ
と
に
な
っ
た
o

許
都
地
に
制
成
。
』
と
あ
る
は
、
今
の
上
問
問
川
の
地

ヨ
コ

ヤ

マ

横

山

河
北
仰
金
怜
陀
に
似
す
ろ
郁
で
あ
る
。

wm

。

ヨ
コ
ヤ
マ
エ
キ

横
山
田
揖
加
到
の
宙
開
脚
名
。

余

首
也
瓜
と
訓
む
。
兵
部
省
式
に
加
到
閥
杭
山
腕
馬
五

匹
と
あ
り
、
今
河
脳
部
に
航
山
が
存
す
る
。

ヨ
コ

ヤ
マ
カ
デ
ン
シ
ヨ

横
山
家
師
陣
容
一
加
。

相
官
尚
に
『
御
叫
に
付
川
部
記
上
之
巾
候
』
と
あ
っ
て
、

杭
山
牢
密
長
峰
以
来
の
戦
功
が
記
さ
れ
、
江
文
九
年

十
周
航
山
如
怒
が
長
谷
川
抗
右
術
門
に
血
(
へ
た
も
の

ヨ
コ
ヤ
マ
ウ
ヂ
ヨ
リ

横
山
氏
従

柿
山
長
治
の

三
児
で
、
後
に
比
式
部
長
岡
田
の
益
子
と
な
っ
た
も

の
。
泌
総
三
官
・左
忠
助
・式
郎
外
担
。
初
諒
前
知

治
之
。
正
保
一
見
年
比
の
治
知
の
内
四
千
石
を
受
け
、

延
vr
二
年
八
百
討
を
加
へ

、
後
に
舟
お
一苅
院
の
辿
知

四
百
十
引
を
加

へ
、
合
計
五
千
二
百
石

ハ
内
奥
カ
知
三

百
討
)
を
鎖
L
、
白
永
=
一
年
十
H
二
十
日
七
十
阪
で

残
し
た
。
そ
の
銃
犯
に
係
る
も
の
に
白
山
一
判
究
泌

が
あ
る
。

で
あ
る
。
如
主
は
初
名
抑制限
兵
部
で
、
杭
山
長
隆
の

女
が
府
限
内
政
助
利
三
に
綜
L
て
生
む
所
と
偲
へ
ら

れ
る
が
、
そ
の
交
の
利
一
一
一
た
る
こ
と
は
線
側
で
あ
ら

う
と
忠
は
れ
る
。

ヨ
コ
ヤ
マ
コ
ゲ
ツ

横
山
湖
月

名
は
弓
子
。円相

山
隆
謹
の
女
で
、長
辿
殺
の
室
で
あ
っ
た
。
湖
周
と
脱

し
て
、北
宗
の
鈍
を
能
〈
L
、そ
の
務
款
に
は
多
く
山
崎

浦
沈
消
女
と
耐
聞
き
、剃
髪
の
後
は
雌
信
院
と
抑
制
し
た
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ザ
ダ
ハ
ル

横
山
定
治

活
鮮
烈
柴

・

隼
人
。
初
部
長
同
士
・正
明
・魁
知
・正
附
・知
房
。
長
知

の
八
男
。

正
保
三
年
長
知
老
後
の
純
二
千
石
を
受

け
、
人
持
組
に
班
L
、
奏
者
役
と
な
り
、
質
永
三
年

七
十
三
訟
を
以
て
問
問
。
子
孫
滞
に
昨
越
す
る。

ヨ
コ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
プ
コ
ウ
シ
ヨ

横
山
城

州
武
功
書
一
加
。
桜
山
長
知
が
末
森
役
烏
越
役
・

筑
紫
帥
・
関
東
陣
・
大
嬰
寺
役
・
大
回
目
役
、
及
び
金
川
開

城
に
て
太
悶
但
沼
民
知
成
敗
、
越
巾
守
山
城
に
て
宇

聞
助
右
衛
門
成
敗
等
の
功
績
を
記
す
る
。
巴
九
且
十

三
日
今
枝
民
部
に
奥
へ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
巳
年

が
い
つ
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ヨ
コ
ヤ
マ
主
力
ア
キ
ラ

横
山
隆
建
加
到
滞
の

老
臣
杭
山
氏
第
七
代
。
れ
林
の
子
。
亭
保
J
l

一
=
年
六

且
十
三
日
出
生
。
活
様
時
次
郎
・
大
腿
・求
潟
ま
た

大
勝
、
ヰ
岬
は
長
前
町
・長引制
・隆
建
。
覧
延
元
年
六
且
八

日
民
林
の
辿
政
一
ニ
市
町
石
ハ
内
四
千
石
県
力
知
U

を
受

け
、
貸
出
町
七
年
十
二
且
官
七
日
従
五
位
下
山
城
守
に

叙
任
し
、
明
利
八
年
山
城
{
寸
を
河
内
守
と
改
め
、
安

永
五
年
十
二
且
官
七
日
四
十
九
践
を
以
て
卒
し
た
。

法
鋭
長

hkm凶
郎
臨
謡
大
居
士
。
院
建
容
は
好
説
、

取
閥
又
は
製
蛍
と
川
町
L
、
終
史
に
捗
り
、
前
を
能
く

し
、
そ
の
艇
を
乾
々
と
名
づ
け
て
、
持
且
二
日
間
ザ
士

M
M
生
を
集
め
て
杭
宴
を
こ
t
A

に
閉
山
り
、
二
十
年
来
未

だ
之
を
際
し
な
か
っ
た
。

八
九

ヨ
コ
ヤ
マ
主
力
オ
キ
積
山
隆
奥
杭
山
越
江
守

際
立
の
二
子
。
誠
永
一
苅
年
引
用
十
川
日
金
押
印
に
住
吉

る
。
幼
に
し
て
明
倫
堂
に
入
。
利
泌
の
円
い
を
間
ひ
、

又
枇
新
加
に
入
っ
て
傑
銃
の
訟
を
尽
び
、
遂
に
大
坂

開
成
思
校
に
枠
内
ご
し
研
究
L
、
明
治
一
一
年
宗
家
か
ら

家
殺
を
川
か
白
九
亡
加
に
一
家
を
ホ
て
た
。
十
二
年
宗

家
除
平
と
H
ハ
に
能
長
山
地
小
限
剣
山
を
秘
泣
け
、
制

緩
刻
苦
料
削
そ
の
梁
務
4

官
邸
川
町

L
、
官
七
年
飛
郎
年

金
鉱
山
を
山
吹
し
、一X
四
十
年
主
主
に
羽
刷
大
HM

叫
・萩

肺
訓
及
び
m
明
後
{
品
川
又
の
三
鍛
山
を
仲
間
せ
、
訟
に
川
河
，
M

を
以
て
天
下
に
U
引
を
符
し
た
。

大
正
五
年
四

H
十
一一一

日
間
問
、
平
年
六
十
九
。
降
興
傍
ら
制
句
を
好
ん
で
日

巾
と
加
配
し
た
。

ヨ
コ
ヤ
マ
生
カ

コ
ト

横
山
隆
誇

沼
紛
豹
脱
・引

席
。
隆
越
の
穴
子
。
}
究
明
六
年
大
小
将
御
近
視
訴
と

な
り
、
表
小
怖
を
総
て
、七
作
新
知
五
百
石
を
交
け
、

御
表
小
将
杭
阿
よ
り
次
第
に
界
悲
し
て
御
小
純
一川に

至
。
、
文
政
一
一
年
十
ご
月
十
九
日
五
十
六
訟
を
り
て

残
し
た
。

ヨ
コ
ヤ
守
主
カ
ア
キ
ラ

横

山
陵
苦
手
加
約
時
仰
の

老
直
結
山
氏
第
十
代
。
降
踏
の
嫡
男
。
文
化
二
年
六

且
十
日
出
生
o
辺
都
三
郎

・
求
rdo
十一一一年
十
月
引

去
日
也
知
三
瓜
石
〈
内
四
苛
布
胤
(
力
知
〉
含
受
け
、
文

政
十
年

十
二
且
引
五
日

従
五
位
下
山
城
守

に
叙
任

し
、
天
保
十
四
年
十
一
且
汁
二
日
山
城
守
を
法
江
守

と
臨
め
、
成
延
元
年
十
一
且
十
二
日
手
年
五
，41
穴
そ

以
て
波
し
た
。
法
峡
間
以
松
院
船
山
除
訣
居
士
。

ヨ
コ
ヤ
マ
タ
カ
オ
キ

横
山
隆
賀
川
肌
山
除
訴
の

嫡
男
。
文
政
十
年
十
一
且
」
i

三
日
出
生
。
泌
都
コ
一
郎

求
服
売

・
大
脈
。
弘
化
元
年
二

A
十
一
日
新
知
二
千

よ
副
首
石
〈
内
五
宵
石
拠
力
知
)
を
協
は
り
、
安
政
部
年

四
且
二
十
日
平
年
三
十
二
で
父
に
先
だ
ち
四
日
し
た
。

法制
批
徳
淵
院
高
山
隆
れ
大
町
士
。


